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1 対 1 のセッションである。本書でも述べられているように、日本語教育における情報通














教育における ICT の活用に対する問題の分析である。尹は、ここで以下の 6 つの問題につ
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いて述べている。 
1． ICT は、学習者の増加と多様化の問題に対応できる特効薬ではない。 
2． ICT を利用したマルチメディア教材は、従来のアナログ教材をデジタル化しただけ
のレベルに止まってしまいがちである。 
3． 日本語教育の現場は新しい ICT のデモンストレーションの場になってはいけない。 
4． 情報の一方通行では、本当の意味のインターアクションは成り立たない。 
5． ICT の導入をめぐる日本語教育の研究が実践報告に止まってはいけない。 
6． ミクロな視点とマクロな視点を論理的に結び付けられる理論が不在である。 
これらの ICT 活用教育・研究の問題は、今日でも重要な問題意識であると思われる。こ

























 第 3 章では、尹が行った実証研究の「研究方法」が述べられている。その基本的な条件
をまとめると以下のようになる。 
・NS と NNS の 1 対 1 のペアを 20 組組んで、調査期間中同じ組み合わせでセッション
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を実施 
 ・NS は日本語教育を専攻する大学院生か日本語教師としての経験を持つ現職の教員 
 ・NNS は韓国在住の大学生を対象に希望者を募集 
 ・パナソニック社製の BizMate という PC テレビ会議システムを使用 
 ・基本的に調査期間中各参加者は予備セッションを含めて 4 回の遠隔セッションに参加 
 ・1 回のセッションは約 30 分 
 ・各セッション終了後、調査者が遠隔地の日本語学習者にすぐにインタビューをする
IFUI（Instant Follow-up Interview）を実施 









































































































e ラーニングの意義は、教育や学習の機会の拡大にあると筆者は考える。遠隔教育や e ラー
ニングのこうした側面は、社会的、経済的な格差の解消にとっても意義がある。遠隔教育
は、「どこでも」教育・学習ができることから、一義的には教育・学習の地域的格差を減ら


















宮崎里司編『移民時代の言語教育 言語政策のフロンティア 1』ココ出版、pp.212-236 
（いわさき ひろよし 早稲田大学大学院日本語教育研究科・博士後期課程） 
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